居る。 どうして 連れて来られた のか 知らない しろ は、 

又、 どうしたの かわからない 原因で、 死んだ こと 丈 確 

に 私共の 生活から 消え去って 仕舞った のであった。 

それから 何年 も 経った。 

父 は 英国から 帰って来た。 

弟 達と 妹と が 殖えた。 近所の 様子 も 変化した。 

一 九 二 四 年の 今日 (二月)、 林 町 界隈で あの 時代の ま 

まある の は、 僅に 藤 堂 家の 森 だけと なった。 古い 桜樹 

と 幾年 か 手 を 入れられた ことなく 茂りに 繁 つた 下生え 

からた ち 

の 灌木、 雑草が、 かたばかりの 枸 橘の 生垣から 見渡せ 

た 懐し ぃコロ ー の 絵の ような 松 平家の 廃園 は、 丸 善の 



Pocket dog 或は Sleeve dog だ。 私 は、 悠々 した、 相 

当 大きい、 誠実で 熱烈な ところの ある 毛の 厚い 犬 を 好 

む。 Breed を やかましく は 考えない。 ありふれた、 そ 

して 犬ら しい 犬が 欲しい のであった。 

ところが 今日、 思いがけない ことが 起った。 午後 三 

時 頃、 私 は 一仕事し まって、 おそい 昼食 を 独りでと つ 

て 居た。 玄関の 格子が 開く 音が した。 そして、 良人が 

帰って来 たらしい。 出迎えた 女中が、 

「まあ、 旦那 様」 

と、 驚きの 声 を あげ、 やがて 笑い 乍ら、 

「何で) 」 ざいましょう！」 



私 は、 庭下駄 を 突かけ てた たきに 降りた。 そして 

「パ ツビ—、 パ ツビ—」 

と 手 を 出す と、 黒い ぬれた 鼻 を こすりつけて、 一 層 盛 

に 尾 を 振る。 

「野良犬で はない らしい わね。 どうな すった の？」 

「つい 其処に 居たん だ。 通る 人 だれの 足 許に でもつ 

いて ゆきそう にして 居た。 ね、 パプ シ—」 

「いきなり つれていら しったの？」 

「いいや、 暫く 話 をして 居た。 Here, Piere, :?up«y, 

TOive me your hLand, TOive me ^our lland. なるたけ 

英語で 喋った 方が いい ご 



「マ 1 ク、 マ 1 ク」 

と 云う 名 をつ けて 仔犬 を 呼んだ。 

マ— ク。 アン トニ— を 思い出し 私 は 微笑した。 夏 目 

先生のと ころで あつたかへ クタ— と 云う 名の 犬が 居た 

の は。 —— - 

此 仔犬 は、 アン トニ— と 云う 貴族的な、 一寸 得意気 

な 名な ど をつ けられる ような 顔 はして 居ない。 マ ー ク 

はよ い。 少し 田舎め くが 素朴な 故意と らしくな いとこ 

ろが。 

新来の マ ー クは、 仔犬に 共通の やかましい クンクン 

泣き を、 兎に角 昼間 は 余りし なかった。 母 犬に は 前 か 



ら 離れて 居た のだろう。 

私共 は、 彼の 為に (雄犬であった。) みかん 箱の 寝所 

を栴 え、 フランネル のく すんだ 水色で 背 被い も 作って 

やった。 

彼 は、 今 玄関の 隅で 眠り、 時々 太い 滑稽な 鼾 を 立て 

て 居る。 

女中が 犬ぎ らいな ので 少し 私共 は 気が ねだ。 又、 子 

のない 夫婦ら しい 偏愛 を 示す かと、 自ら 面栄 ゆい 感も 

ある。 

今夜、 どうか、 ひどく 泣かないで くれる とよい と 皆 

が 希って 居る。 
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